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＜第９回 若園地域会議 会議録＞ 
日 時  令和６年１２月１８日（水） １９︓００〜２０︓３０ 
場 所  若園交流館  大会議室 
出席者  委    員   １４名 

事  務  局   吉澤支所長、中野副支所長、川合主査 
オブザーバー 澤平交流館長、寺田市議会議員 

 
１ 会長あいさつ 
  ・会長欠席のため副会長あいさつ（省略） 
 
２ 報告事項 
（１）第８回若園地域会議会議録について 
  ・内容の確認 
   
（２）自主防災サポーター養成講座の開催報告 
  ・開催内容の結果報告 
  ・２９名受講 
 
（３）高岡コミュニティセンターでの常設展示ブース設置について 
  ・１１月末より「防災＆交通安全啓発」の写真等を展示中 
 
３ 協議事項 
（１）提言に向けた地域課題の協議 

・３グループ共通課題「高齢者」をテーマにした「問題点」の取組みを協議 
  ・グループごとの協議状況を発表 
  A グループ 
  「問題点︓情報は多くあるが知らない人が多い」 

① 地域の取組︓相談先を知らせるチラシ等の作成 
② 市の取組︓相談先の一覧表をマグネット式で作成 
③ 共働での取組︓一覧表の作成及び全戸配布 

  「問題点︓気軽に相談できる人が必要」 
① 地域の取組︓自治区等で開催されているサロン等の活用 
② 市の取組︓サロン等の運営支援 
③ 共働での取組︓サロン開催時に起こる問題点への対応 

  「問題点︓お助け隊のような組織が必要」 
① 地域の取組︓隊員の募集確保及び活動の継続 
② 市の取組︓活動の機材や人件費等への支援、事故等の責任問題の解決 
③ 共働での取組︓自治区及び自主防災隊の機材の貸し出し 

  B グループ 
  「問題点︓家から出ない」 
   ・あいさつ（声掛け）をしっかりする（回覧板を回すときに声掛け） 
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  「問題点︓移動手段の情報不足、情報収集の方法を知らない」 
   ・タクシー補助制度利用の手伝い 
   ・独居老人の情報把握（市からの情報提供） 
   ・買い物（店舗情報等）地域マップの作製配布 
  「問題点︓隣近所との付き合いがない」 
   ・コミュニティの最小単位である組の活性化を図る 
   ・組長活動のガイドラインの作成 
  C グループ 
  「問題点︓高齢者の実態が把握できていない」 

① 地域の取組︓今後一人暮らしになりそうな高齢者を把握できるのは組長であり、
回覧板配布時や区費集金時に情報を得る。組長交代時には確実に情報を引き継ぐ 

② 市の取組︓民生委員でフォローできない部分をサポートする人を確保する仕組み
をつくる 

③ 共働での取組︓声掛け、見守りを行う 
  「問題点︓高齢者の緊急時の連絡手段がない」 

① 地域の取組︓緊急時の安全確保が必要な人を把握する 
② 市の取組︓緊急時に SOS を発信できる装置の貸し出し配布（GPS 付） 
③ 共働での取組︓緊急通報先および対応者の確保（自治区、消防署など） 

  
４ その他 
 
 
  ★次回開催  １月１５日(水)午後７時〜   


